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皆 様 、 お元気ですか。 私は、 還暦を目の前にして、 相変わらずの毎日です。 これも、 毎日

膨大な量の口の運動をしているせいだと思います。 口は災いの素ではなく、 私の場合には、 しゃ

べくりは元気の素です。

さて、 昨年のクリスマスに、 日本でワールドアニマルネットワーク （WAN） をオープンするとご案内

しましたが、 日本のパートナーとの話し合いで、 残念ながらパートナーシップを解消することになり

ました。 しかし、 動物に対する事業、 特に、 教育の提供や出版をしていきたいという私の夢は

消えず、 その会社をオーストラリアをベースに実現することに致しました。

今後は、 これまで通り、 理学療法、 ホリスティック獣医学、 また、 動物に関する出版などを積

極的に行って行きたいと思っています。 皆様からのビジネスのアイデアは大歓迎です。

ぜひ、 ご連絡下さい。

ホリスティックに関しては、 世界的に有名なDRバーバラ ・フュージェーと全面的

なパートナーシップを組みました。 彼女は、 世界獣医ハーブ学会の会長であ

り、 鍼や整体、 ホメオパシーなどの権威です。 今 後 、 彼女の知識や技術

も日本に紹介していきたいと思っています。
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DR バーバラ ・ フュジェーは、 世界的な

ホリスティック獣医として知られています。

世界獣医ハーブ学会の会長や、 オース

トラリアの獣医鍼(しん)術協会の会長。

USA及びオーストラリア、 NZの各獣医大

学のホリスティックの教科書を提供し、 シ

ドニーで大変成功しているホリスティック

獣医クリニック、 オールナチュラルケア

クリニックを経営しています。 彼女はまた世界的な栄養

学の権威でもあり、 様々な研究論文を執筆していま

す。 彼女の脊椎インテグレーションの技術と速成鍼 （し

ん） 術のセミナーが、 日本の獣医師のために企画され

ています。

バーバラの脊椎インテグレーションと鍼術のセミナーに

ご興味がある方は、ぜひご連絡ください。

wan@worldanimalnetwork.com



関節炎関節炎関節炎関節炎関節炎 ///// 関節疾患の徴候関節疾患の徴候関節疾患の徴候関節疾患の徴候関節疾患の徴候

関節炎の臨床徴候には以下のようなものがあります。

◎ 強い運動の後のこわばりや跛行 ◎ 起床時のこわばり ◎　階段の昇降が困難
◎ 自動車に飛び乗れない ◎ 食欲や睡眠パターン、 様子に影響がでる事もある
◎ 歩行の変化 ◎　関節の腫脹
◎ 手の下で関節を動かしてみた時にバリバリ、 パチパチと音がするような感触がある
◎ 可動域が狭くなる ◎　疼痛 ◎　四肢の筋肉の萎縮

この猫チャンとネズミは、 シドニーのキャシー・ア
ランさんのペットです。 猫のバクチョイは少し煩く
思いながらも、 ネズミのドットを愛し、 ネズミの
ドットは、 自分の身の程も知らないで、 バクチョ
イを困らせています。

さて、 このバクチョイが大好きな猫のためのDVDを日本で
発売しています。 わが社、WANの自慢の製品。今 、ブ

ログに DVD の購入者からの写真が殺到しています。

猫が見るDVD のブログ
http://ourpets.blog40.fc2.com/

ペット関節炎の管理

このような関節の問題を長期的に軽減していくために、
あなたにできる非常に重要なことの1つは、ペットの体
重を確実に正常範囲内におさめるということです。 ま
た、 多くの犬や猫は鍼やカイロプクティックの施術に
よって大幅な苦痛軽減を得ています。 たいていの場
合 、これらの療法は必要に応じて｢調整｣を行ないなが
ら長期間かけて行なう必要があります。

関節炎は食事の変更にも反応する可能性があります。
一部のペットは栄養バランスを調整した鶏肉または子羊
肉の食事のような単一蛋白源の食事によって改善を示し
ます。このような食事に効果がある理由の一つは、一
部の動物では関節炎が食物過敏症と関連している可能
性があるというものです。関節炎のぺットに有効となる
可能性のある多数の栄養サプリメントもあります。

プレドニゾロンなどの副腎皮質ステロイド薬の長期使用
は 、好ましいくない副作用が発生する可能性が高いこ
とと関節の損傷を加速する可能性があることから、それ
が最終手段であるというような場合でない限り避けるべ
きです （Johnston　and　Fox,1997）。 リマダイルやメタ
カム、 イブプロフェンなどの非ステロイド性抗炎症薬
（NSAIDｓ） の使用にも注意しなければなりません。 こ
れらの薬剤は、 有効かつ重要な鎮痛薬ですが、 これ
らが関節組織をさらに損傷される可能性の有無につい
ては多少の議論があります （J o h n s t o n 　a n d 　
Fox,1997）。 さらに一部のNSAID ｓは、 腎臓や肝臓、
脳 、 免疫系、 血液に害を及ぼす可能性があります
（Isaacs, 1996）。 したがって、 これらの薬剤の長期使
用は控えることが大切です。

以上、｢ペット自然療法事典｣から抜粋

関節炎/関節疾患の原因

肥満の犬や猫、作業犬や競技犬は関節に余分な負担がかかることから、
関節炎になりやすい可能性があります。クッシング症候群や糖尿病の犬
や猫も骨に影響を及ぼす代謝プロセスが原因で関節炎になりやすい可能
性があります。

関節炎と思われる症状が実際には｢トリガーポイント｣に関連した痛み

を伴う筋痙攣であるということもあります。この痛みはたいていの場

合、鍼や筋膜リリースによって効果的に治療が可能となります。

ペットの年齢に関わらず、問題を起こしている可能性のある根本原因を突
き止めることが重要です。獣医師は症状を評価して外科的治療または薬
物治療を勧めるかもしれません。

下記サイトから購入できます。
ぎゅっとニャン:
http://www.rakuten.co.jp/gyutto/

バーバラは除去食の供給とサプリメントを4－6週間続けることを
アドバイスしていますが・ ・。
サササササプププププリリリリリメメメメメンンンンントトトトトにににににははははは
◎ 坑酸化物質－炎症や免疫に効果があります。 ケルセチン、 バイオフラ

ボノイド、ピクノジェノール、プロアントシア二ジンの利用を検討しましょう。

◎ ビタミン B 複合体 （特にビオチン）

◎ 亜鉛を含む良質のマルチミネラルサプリメント

◎ 必須脂肪酸サプリメント－亜麻仁油、 ベニバナ油、 月見草油、ヒマワ

リ油など （有機原料を用いてコールドプレス法で搾られたもの）

◎ 魚油または月見草油 （猫用）

◎ 魚類に対するアレルギーがなければ鰯を食事に加えてください。

80ｇの鰯は必須脂肪酸800mgを含みます。

◎ 亜鉛と脂肪酸－皮膚の健康や強度の改善を助けます。

◎ 消化酵素－有用とある場合があります。

まままままたたたたた給給給給給与与与与与試試試試試験験験験験中中中中中ににににに避避避避避けけけけけるるるるるべべべべべききききき食食食食食物物物物物とととととしししししててててて
◎ ペッパー ◎ トマト ◎ マッシュルーム （キノコ）
◎ 生または軽く蒸した魚以外の魚介類 ◎ 酵母

◎ 生皮のガム ◎ 同一蛋白源以外の骨
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｢ペット自然療法事典｣

産調出版

獣医師会長 山根義久監修


